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月 火 水 木 金 土 日 
  1 2 3 4 5 

  ・あじさいカラオケ 

・健康体操 

・ハンドメイド 

・ヨガクラブ24 

休館日 

(文化の日) 

行政配布 

★竹工房 

 

6 7 8 9 10 11 12 

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

・書道 

・KDっち 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

★すくすくひろば ★文学散歩 

・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

・発酵食品倶楽部 

・囲碁 

 

 

13 14 15 16 17 18 19 

休館日 

 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

★志津チャレンジ隊 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

・囲碁 ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

行政配布 

 

休館日 
 

20 21 22 23 24 25 26 

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

 

★えいごといっしょ 

・KDっち 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

休館日 

(勤労感謝の日) 

・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

 ★しみず西遊輝 

イルミネーション

点灯式 

27 28 29 30    

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

・健康体操 ★伝承料理継承   ★教育事業 

・自主グループ 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

 

   

【
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
⑦
】 

と 

き 
 

11

月
９
日
（
木
） 

 
 
 

10

：

00

～
11

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

内 

容 
 

小
児
救
命
救
急
法
を
学
ぶ 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
ま
で
の 

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
  

消
防
署
員 

  

接
地
に
笹
谷
区
が
お
堂
を
新
築
し
て
地
蔵
尊
が

安
置
さ
れ
た
と
い
う
。 

 
 

こ
の
地
蔵
尊
の
「
腹
帯
地
蔵
」
と
い
う
親
し
み

の
感
じ
ら
れ
る
呼
び
方
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
蔵
尊
は
腹
前

で
両
肩
か
ら
垂
下
さ
れ
た
衣
を
腹
帯
で
留
め
て

い
る
よ
う
に
彫
り
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
結
び
目

の
膨
ら
み
が
妊
婦
の
腹
帯
の
よ
う
に
見
え
る
か

ら
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ゆ
え
安
産
の
地
蔵
尊
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。 

  

像
高
五
二
Ｃ
ｍ
の
半
跏
像(

左
足
を
立
て
右
足

を
横
に
し
て
腰
か
け
て
い
る)

で
、
地
方
作
で
は

な
い
中
央
の
作
で
平
安
時
代
後
期
の
優
れ
た
造

形
と
し
て
、
昭
和
五
五
年
に
清
水
町
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
福
井
市
指
定
文
化
財
と

し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。 

 
 

毎
年
正
月
に
は
、
白
米
の
洗
い
米
を
供
え
、
こ

の
洗
い
米
三
粒
を
お
札(

ふ
だ)

に
入
れ
て
妊
婦

が
飲
む
と
難
産
の
身
替
り
の
ご
利
益
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
笹
谷
町
に
住
む
年
配
の
女
性
は

出
産
前
に
こ
の
お
札
を
も
ら
っ
て
米
三
粒
を
飲

ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。 

 
 

ま
た
、
近
年
ま
で
は
笹
谷
町
内
の
子
ど
も
た

ち
が
お
堂
に
集
ま
っ
て
祭
り
を
し
て
い
た
と
い

う
。 

 
 

ま
た
、
昭
和
の
初
め
頃
大
谷
寺
御
開
帳
に
、
こ

の
地
蔵
尊
は
出
開
帳
し
て
、
多
額
の
お
賽
銭
が

上
が
っ
た
と
い
う
。 

 
 

こ
の
地
蔵
尊
の
研
究
者
の
解
説
を
『
福
井
市

の
文
化
財
』
福
井
市
教
育
委
員
会(

令
和
三
年)

か
ら
以
下
引
用
掲
載
す
る
。 

  

「
頭
・体
の
幹
部
は
一
木
で
彫
成
し
、両
耳
後 

を
通
る
線
で
前
後
に
矧
ぎ
、さ
ら
に
割
首
す
る
。 

         

【
え
い
ご
と
い
っ
し
ょ
⑦
】 

と 

き 
 

11

月
22

日
（
水
） 

 
 
 
 
 

10

：

00

～
11

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

内 

容 
  Vehicles 

こ
れ
何
の
乗
り
物
？ 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
ま
で
の 

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
 

山
本 

康
代 

氏 

 

問い合わせ先：清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9：00～17：00 月曜日、第三日曜日、祝日休館日) 

【
竹
工
房
⑦
】 

と 

き 
 

11

月
４
日
（
土
） 

 
 
 

９
：

30

～
12

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
 

竹
細
工 

作
品
作
り 

講 

師 
 

小
林 

布
美
子 

氏 

 
 
 
 
 

。 

笹
谷
町
が
守
り
続
け
る 

福
井
市
指
定
文
化
財
「
腹
帯
地
蔵
」 

 

【
志
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
⑦
】 

と 

き 
 

11

月
15

日
（
水
） 

 
 
 

15

：

30

～
17

：

15 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
 
SDGs

ゲ
ー
ム
、
ラ
イ
ス
せ
ん
べ
い 

講 

師 
 

山
本 

康
代 
氏 

 
 
 
 
 

。 

 
 

安
産
の
地
蔵
さ
ん
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き

た
笹
谷
町
の
「
腹
帯
地
蔵
」
さ
ん
。
正
式
に
は

「
木
造
腹
帯
地
蔵
菩
薩
像
」
と
い
う
名
称
ら
し

い
。
現
在
は
笹
谷
区
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
お

堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
管
理
は
笹
谷
中
垣
内
の

区
長
で
あ
る
。 

 
 

も
と
も
と
こ
の
地
蔵
尊
は
、
今
は
廃
寺
と
な

り
、
跡
地
と
地
名
の
残
る
「
南
朝
寺
」
に
安
置

さ
れ
て
い
た
。
「
南
朝
寺
」
は
室
町
時
代
に
再
興

さ
れ
た
と
史
料
に
見
え
る
。 

江
戸
時
代
に
は
、
福
井
藩
初
代
藩
主
結
城

秀
康
が
義
父
結
城
晴
朝
の
菩
提
寺
と
し
て
開

基
し
た
運
上
寺(

浄
土
宗
・福
井
市
足
羽)

の
住

職
の
隠
居
寺
と
さ
れ
、
運
上
寺
や
福
井
藩
と
深

く
関
わ
り
な
が
ら
営
ま
れ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
、
「
南
朝
寺
」
は
明
治
維
新
の
廃
藩

置
県
に
よ
り
、
そ
の
維
持
・
管
理
が
困
難
と
な

り
明
治
二
十
年
頃
廃
寺
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
運
上
寺
へ
、
こ
の

「
腹
帯
地
蔵
尊
」
は
笹
谷
の
島
勝
応(

か
つ
ま

さ)

が
譲
り
受
け
た
。 

島
勝
応
は
、
江
戸
時
代
に
大
庄
屋
も
務
め
た

豪
農
渡
辺
與
四
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た

が
、
明
治
初
年
に
由
緒
に
よ
り
島
と
改
名
し
て

い
る
。
大
正
五
年(

一
九
一
六)

島
家
の
長
屋
門

の
火
災
の
折
、
こ
の
地
蔵
尊
は
渡
辺
文
右
エ
門

家
に
移
さ
れ
、
座
敷
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。昭
和

二
年(

一
九
二
七)

に
島
家
の
敷
地
の
北
の
隣 

                

No.55 

両
手
は
、
肩
、
前
膊
半
ば
、
手
首
で
矧
ぐ
。
脚

部
に
横
木
一
材
を
寄
せ
、さ
ら
に
踏
み
下
げ

る
左
足
を
矧
ぎ
つ
け
る
。
両
手
首
先
、
踏
み

下
げ
た
左
脚
以
下
、
左
袖
垂
下
部
、
台
座
、

光
背
な
ど
は
後
補
で
あ
る
。 

    

剃
髪(

髪
際
線
を
表
す)

、僧
形
の
通
常
の

地
蔵
菩
薩
で
、大
衣
、
覆
肩
衣
、裙
を
着
す
。

腹
前
に
み
え
る
裙
の
上
端
と
思
わ
れ
る
衣

を
腹
帯
で
留
め
る
。
左
手
は
前
方
に
屈
臂
、

掌
を
上
に
し
て
宝
珠(

後
補)

を
執
り
、右
手

は
屈
臂
し
、掌
を
前
に
し
て
第
三
、四
指(
指

先
亡
失)

を
や
や
捻
じ
る
。
蓮
華
座
上
に
左

脚
を
踏
み
下
げ
て
坐
す
。 

 
 
 
 

張
り
の
あ
る
、
丸
々
と
し
た
面
部
に
配
さ

れ
た
小
ぶ
り
の
眼
、
鼻
、口
、撫
で
肩
の
体
躯

な
ど
、平
安
時
代
後
期
の
都
ぶ
り
を
感
じ
さ

せ
る
作
風
を
示
す
。(

以
下
略)

」  

    

参
考
文
献 

『
清
水
町
史
』 

             

『
福
井
市
の
文
化
財
』 

                

【
文
学
散
歩
】 

と 

き 
 

11

月
10

日
（
金
） 

 
 
 
 
 

13

：

30

～
15

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
 
 

「
お
し
ょ
り
ん
」
が
映
画
に
な
る

ま
で 

講 

師 
 

増
永 

五
郎
兵
衛 

氏 
 
 
 
 
 
 
 

対 

象 
 

地
区
住
民 

 

「上手な１１９番通報のしかた」 

 局番なしで１１９番に電話をかけて、繋がったら 

 慌てず、落ち着いて次のことを伝えてください。 

 ①「火事」か「救急」か 

 ②住所や目標となるもの（建物や交差点の名前など） 

 後は、わかる範囲で質問にお答えください。 

 

 間違えて通報してしまった時は… 
 

 電話を切らずに、間違いであることを 

 必ず伝えてください。 

 福井市南消防署（℡３３－０１１９） 

 

 

１１月９日～１５日は秋の火災予防運動 【
し
み
ず
西
遊
輝 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
】 

と 

き 
 

11

月
26

日
（
日
） 

 
 
 
 
 

17

：

00

～
17

：

30 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

駐
車
場 

内 

容 
  

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式 

対 

象 
 

地
区
住
民 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

 

                                                                

 

 

 

日  時 :  9月 30日（土）10：00～13：00 

場  所 ： 調理室、小会議室 

講  師 ： 松村 佳子 氏(ふくいの食育リーダー) 

参加者 :  32 名 

  親子で米粉を使ったお菓子作りに挑戦しました。ま

ず、もちもちドーナツを作りました。米粉に砂糖、ベーキン

グパウダーを入れて合わせておいてそこに卵、豆乳、こめ

油を加えて混ぜドーナツ形にして 

油で両面揚げました。 

米粉のクッキーはチョコチップを 

入れオーブンで焼いたらサクサク 

でした。おいしい！の声があちこ 

ちに聞こえました。 

えいごといっしょ⑤ 

～ハロウィーンコンサート～ 

すくすくひろば⑥ 

日  時 :  10月 15日（日）10：00～16：30 

場  所 ：  清水西小学校体育館、児童玄関前 

        音楽室、図工室     

来場者 :   約 500 名 

  

日  時 : 10月 7日（土）9：30～12：00 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 小林 布美子 氏 

参加者 :  10  名 

 作った竹ひごを使い六つ目 

編み技法でかごを編むため 

練習を続けています。底編みから立ち上げ、縁作りまで

あるので何度もやり直して習得してます。 

また、春に幼竹を塩漬けし、天日干し冷蔵保存してお

いた筍を塩出しして味付けして試食しました。貴重な国

産メンマは美味しく柔らかく食べられました。 

まつり会場でも皆さんに試食をしていただきました。 

日  時 :  9月 27日（水）10：00～11：00 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 山本 康代 氏 

参加者 :  11  名 

 秋の実の「大きな栗の木の下で」を歌って、茶色の折り

紙を使って大きな栗の実

を作りかごに入れて遊びま

した。｢A Teddy Bear｣の

絵本を読んでもらいまし

た。マラカスを持ってリズ

ムを取りながら歩き回った

り、きらきら星を英語で歌

いました。 

 

 

日  時 :  9月 17日（日）16：00～20：30 

場  所 ：  清水西小学校体育館、グラウンド 

参加者 :  205 名 

  

日  時 :  ⑤9月 20日（水）15：30～17：30 

       ⑥10月１８日（水）14：00～17：00 

場  所 ： 大会議室、調理室 

講  師 ： 山本 康代 氏 

参加者 :  ⑤25 名、⑥２４ 名 

9/20 SDGs すごろくで、SDGs について楽しく学びま

した。すごく盛り上がりました。そのあと、さつまい

もご飯を作って食べました。 

10/18 ハロウィーンに合わせて、米粉のクッキー作り。 

      レーズン入りクッキーはサクサクで苦手な子も食

べてみたらおいしかったようです。英語を使ったハ

ロウィーンのゲームは盛況でした。 

  

       

～SDGsすごろく、さつまいもご飯～ 

～ハロウィーン、米粉クッキー～ 

 

～竹かごの作り方～ ～米粉のドーナツ＆クッキー♫～ 

～Autumn秋の実を楽しもう～ 

子どもひろば ゲーム 

自主Ｇ「KDっち」 

花壇表彰式 

餅まき＆お菓子まき はぴりゅうくんと「はっぴ～ポン！」 

コロナも明け、今年の志津の里＆公民館まつりは小学校体育館を使っ

て盛大に開催され地区の多くの方が参加してくれました。子どもたちの

元気な声が飛び交い高齢者まで三世代が楽しみました。 

日  時 : 10月 12日（木）10：00～11：00 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 清水 弘美 氏 

参加者 :  7  名 

 ハロウィーンに合わせて、ピアノ演奏を 

聴いて親子で楽しみました。 

音楽に合わせて体のマッサージ 

をしたり、太鼓をたたいてみた 

り、音楽いっぱいの教室です。 

清水西公民館 しみず西遊輝 秋の交流イベント 

オープニング太鼓演奏 

カラオケ 

清水中生徒が SKP活動として一緒に飛ばしました。 

志津うまいもん屋台 

トランペットヒーローズ

志津うまいもん屋台 

手作りブース プラバン 

ミニレクレーション大会 

「志津のふるさと」合唱 

オレンジ色に染まる２００個のランタンが小学校のグランドを幻想的に飾りました。願い事かなうといいですね。 

トンカチひろば 

抽選会 


